
韓
国
に
お
け
る
独
島
・
竹
島
に
関
す
る
研
究
及
び
市
民
団
体
の
活
動
に
つ
い
て
（
孔
・
崔
）

二
七
七

1
．
は
じ
め
に

独
島
・
竹
島
に
対
す
る
韓
国
及
び
韓
国
人
の
思
い
は
、
日
本
及
び
日
本

人
の
そ
れ
に
対
す
る
思
い
と
は
比
べ
に
な
ら
な
い
ほ
ど
強
力
で
、
根
強
い
。

韓
国
人
は
、
独
島
・
竹
島
が
日
韓
ど
ち
ら
の
領
土
で
あ
る
か
と
い
う
問
い

自
体
に
拒
絶
反
応
を
見
せ
て
い
る
。
独
島
・
竹
島
は
言
う
ま
で
も
な
く
韓

国
の
領
土
で
あ
る
と
し
て
、
こ
れ
を
議
論
す
る
こ
と
自
体
を
受
け
入
れ
よ

う
と
し
な
い
。
こ
の
よ
う
に
韓
国
人
が
独
島
・
竹
島
に
対
し
て
強
力
で
過

剰
な
関
心
を
見
せ
て
い
る
背
景
に
は
、
韓
国
人
が
独
島
・
竹
島
問
題
を
領

土
問
題
で
は
な
く
、
歴
史
問
題
と
し
て
認
識
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
独

島
・
竹
島
問
題
を
め
ぐ
っ
て
は
、
慰
安
婦
問
題
や
靖
国
神
社
参
拝
問
題
と

は
異
な
り
、
韓
国
側
が
同
島
を
実
効
支
配
し
て
い
る
た
め
に
有
利
な
状
況

に
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
問
題
だ
け
は
絶
対
に
譲
ら
な
い
と
い
う
強
い
思

い
が
反
日
感
情
と
繋
が
っ
て
噴
出
さ
れ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

こ
う
し
た
こ
と
か
ら
韓
国
に
お
い
て
は
、
政
府
関
連
の
研
究
機
関
を
は

じ
め
、
大
学
の
付
属
研
究
所
、
市
民
団
体
な
ど
、
様
々
な
と
こ
ろ
で
、
独

島
・
竹
島
に
関
す
る
研
究
、
教
育
、
保
護
、
お
よ
び
広
報
活
動
が
活
発
に

行
わ
れ
て
い
る
。
本
報
告
で
は
、
こ
う
し
た
韓
国
に
お
け
る
独
島
・
竹
島

に
関
す
る
研
究
や
市
民
団
体
の
活
動
や
実
態
に
関
し
て
オ
フ
ラ
イ
ン
、
そ

し
て
オ
ン
ラ
イ
ン
を
網
羅
し
て
ま
と
め
て
み
る
。

韓
国
に
お
け
る
独
島
・
竹
島
に
関
す
る
研
究
及
び
市
民
団
体
の
活
動
に
つ
い
て

孔　
　
　
　
　

義　
　

植

崔　
　
　
　
　

永　
　

鎬



二
七
八

オ
ン
ラ
イ
ン
教
育
及
び
広
報
、
独
島
関
連
教
材
の
開
発
と
出
版
、
教
員
の

独
島
訪
問
及
び
教
育
、
独
島
守
護
拠
点
学
校
及
び
独
島
ア
カ
デ
ミ
ー
の
運

営
支
援
、
東
海
・
独
島
関
連
の
国
内
外
の
民
間
団
体
へ
の
支
援
）、
④
東

海
・
独
島
表
記
の
誤
謬
の
是
正
（
表
記
名
称
の
調
査
及
び
古
地
図
の
収
集
、

東
海
表
記
の
普
及
に
向
け
た
交
渉
と
海
外
専
門
家
の
招
聘
、
学
術
会
議
の

開
催
及
び
海
外
専
門
家
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築
）、
⑤
独
島
体
験
館
の
管

理
及
び
運
営
（
独
島
体
験
館
の
施
設
と
従
業
員
の
管
理
、
展
示
品
の
解
説

と
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
運
営
、
独
島
体
験
館
の
教
育
・
広
報
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
運

営
、
国
内
の
関
連
機
関
と
の
協
力
、
展
示
資
料
の
収
集
・
研
究
・
展
示
）

の
五
点
な
ど
が
掲
げ
ら
れ
て
い
る
。

こ
の
研
究
所
か
ら
発
行
さ
れ
た
学
術
著
書
は
、『
東
ア
ジ
ア
領
土
問
題

と
独
島
』、『
韓
日
古
文
書
か
ら
見
る
独
島
』、『
我
が
地

│
独
島
に
会

う
』、『
鬱
陵
島
・
独
島
日
本
資
料
集
Ⅰ
』、『
鬱
陵
島
・
独
島
日
本
資
料
集

Ⅱ
』、『
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
独
島
認
識
』、『
歴
史
と
地
理
か
ら
見
る
鬱
陵
島
・

独
島
』、『
独
島
研
究
』、『
独
島

│
鬱
陵
島
か
ら
見
え
る
』、『
近
代
移
行

期
に
お
け
る
韓
日
境
界
に
関
す
る
認
識
研
究
』、『
国
土
の
表
象
』、『
鬱
陵

島
・
独
島
研
究

│
歴
史
・
考
古
、
地
理
学
的
考
察
』、『
独
島
と
韓
日
関

係

│
法
・
歴
史
的
接
近
』、『
独
島
問
題
の
学
際
的
研
究
』、『
世
界
紛
争

の
解
決
路
Ｎ
Ｇ
Ｏ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
』、『
世
界
の
領
土
紛
争
デ
ー
タ
ベ
ー
ス

と
植
民
侵
奪
の
事
例
』、『
日
本
軍
部
の
独
島
侵
奪
史
』、『
韓
日
歴
史
関
連

の
国
際
法
論
文
選
集
』、『
独
島
論
文
翻
訳
選
1
』、『
独
島
論
文
翻
訳
選

2
．
政
府
関
連
の
研
究
機
関

⑴　

独
島
研
究
所

独
島
研
究
所
は
、
政
府
基
金
に
よ
り
設
立
さ
れ
た
「
東
北
ア
ジ
ア
歴
史

財
団
」
の
第
三
研
究
室
の
組
織
と
体
制
を
拡
大
・
改
編
し
て
、
二
〇
〇
八

年
に
ス
タ
ー
ト
し
た
。
独
島
研
究
に
お
い
て
、
研
究
員
の
数
や
組
織
、

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
、
資
金
な
ど
の
規
模
の
面
で
ト
ッ
プ
で
あ
り
、
調
査
や
教

育
、
学
術
交
流
、
出
版
な
ど
の
研
究
の
面
で
も
他
の
研
究
機
関
を
圧
倒
し

て
い
る
。

こ
の
研
究
所
の
設
立
目
的
は
、
独
島
に
関
す
る
長
期
的
・
総
合
的
な
研

究
と
分
析
、
体
系
的
・
戦
略
的
な
政
策
の
策
定
と
遂
行
、
東
海
・
独
島
表

記
に
関
連
す
る
体
系
的
な
誤
謬
の
是
正
活
動
な
ど
と
な
っ
て
い
る
。
主
な

事
業
と
し
て
は
、
①
領
土
・
海
洋
関
連
の
政
策
対
応
（
独
島
関
連
の
中
長

期
総
合
対
応
戦
略
の
開
発
と
政
策
の
諮
問
、
国
内
関
係
機
関
と
の
協
力
体

制
の
構
築
、
海
外
研
究
者
の
領
土
・
海
洋
関
連
の
主
張
に
対
す
る
バ
ク

ア
ッ
プ
）、
②
領
土
・
海
洋
関
連
の
調
査
と
研
究
（
国
内
外
で
の
学
術
交

流
及
び
学
術
書
籍
・
雑
誌
の
発
行
、
独
島
に
関
す
る
歴
史
資
料
の
調
査
研

究
、
独
島
関
連
の
外
国
政
府
文
書
の
調
査
と
分
析
、
領
土
・
海
洋
に
関
す

る
国
際
判
例
及
び
国
際
法
の
研
究
、
独
島
関
連
の
ア
ー
カ
イ
ブ
の
構
築
）、

③
独
島
関
連
の
教
育
と
広
報
（
独
島
に
関
す
る
統
合
広
報
体
制
の
構
築
、

東
海
・
独
島
に
つ
い
て
の
広
報
資
料
の
制
作
及
び
展
示
、
東
海
・
独
島
の



韓
国
に
お
け
る
独
島
・
竹
島
に
関
す
る
研
究
及
び
市
民
団
体
の
活
動
に
つ
い
て
（
孔
・
崔
）

二
七
九

事
例
な
ど
を
調
査
研
究
す
る
こ
と
を
と
お
し
て
、
独
島
を
は
じ
め
と
す
る

韓
国
が
抱
え
る
領
土
問
題
に
体
系
的
に
対
応
す
る
た
め
の
法
的
・
論
理
的

方
策
を
開
発
し
て
い
る
。
二
〇
一
五
年
に
は
政
府
か
ら
独
島
の
持
続
可
能

な
利
用
の
た
め
の
研
究
機
関
に
指
定
さ
れ
、
今
後
、
海
洋
水
産
政
策
の
観

点
か
ら
独
島
に
対
す
る
研
究
調
査
を
行
う
と
見
込
ま
れ
て
い
る
。

⑷　

独
島
博
物
館

独
島
博
物
館
は
、
一
九
九
七
年
八
月
に
独
島
を
管
轄
す
る
鬱
陵
郡
に
設

置
さ
れ
た
。
韓
国
唯
一
の
領
土
博
物
館
で
あ
り
、
日
本
の
独
島
領
有
権
主

張
に
反
駁
す
る
資
料
な
ど
が
展
示
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
独
島
及
び
朝

鮮
海
（S

ea of K
orea

）
に
関
す
る
関
連
資
料
の
発
掘
・
収
集
・
研
究
を

行
い
、
そ
の
結
果
に
基
づ
い
て
展
示
・
教
育
・
広
報
活
動
を
実
施
し
て
、

韓
国
人
の
領
土
意
識
と
民
族
意
識
の
向
上
に
努
め
て
い
る
。

こ
の
博
物
館
の
二
階
に
は
、
鬱
陵
島
と
独
島
周
辺
の
漁
場
を
日
本
人
か

ら
守
っ
た
と
さ
れ
て
き
た
安
龍
福
を
記
念
す
る
記
念
館
を
設
け
て

（
二
〇
一
三
年
一
〇
月
開
設
）、
彼
の
業
績
と
関
連
資
料
を
紹
介
し
て
い
る
。

ま
た
、
ソ
ウ
ル
に
位
置
す
る
ソ
ウ
ル
歴
史
博
物
館
の
中
に
は
、
独
島
体
験

館
が
設
け
ら
れ
て
い
る
。

な
お
、
こ
こ
ま
で
見
て
き
た
政
府
関
連
の
機
関
以
外
に
も
、
韓
国
学
中

央
研
究
院
や
国
史
編
纂
委
員
会
な
ど
の
学
術
機
関
で
も
、
独
島
に
関
す
る

研
究
が
行
わ
れ
て
い
る
。

2
』、『
独
島
論
文
翻
訳
選
3
』、『
独
島
資
料
集
1
』、『
独
島
資
料
集
2
』、

『D
okdo

独
島
』
に
加
え
て
、
英
文
のD

okd
o: A

 K
orean

 Islan
d
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T
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u
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okd
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T
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が
あ
る
。
そ
の
他
に
も
、
六
七
六

本
の
論
文
、
一
六
七
本
の
古
資
料
、
二
六
本
の
法
律
資
料
、
一
一
本
の
レ

ポ
ー
ト
、
一
二
本
の
独
島
研
究
資
料
が
こ
の
研
究
所
か
ら
発
表
さ
れ
て
い

る
。⑵　

韓
国
海
洋
科
学
技
術
院
東
海
研
究
所

韓
国
海
洋
技
術
院
東
海
研
究
所
は
、
一
九
九
六
年
に
韓
国
海
洋
科
学
技

術
院
の
下
部
機
関
と
し
て
、
東
海
開
発
及
び
海
洋
科
学
技
術
を
研
究
す
る

目
的
で
設
立
さ
れ
た
。
主
な
事
業
と
し
て
、
東
海
の
環
境
研
究
と
海
洋
資

源
開
発
シ
ス
テ
ム
の
構
築
に
よ
る
環
境
保
全
と
安
全
確
保
を
追
求
し
た
環

東
海
圏
で
の
総
合
的
な
海
洋
資
源
の
開
発
を
行
っ
て
い
る
。
同
時
に
、
独

島
と
鬱
陵
島
を
連
携
さ
せ
た
う
え
で
の
持
続
可
能
な
利
用
を
独
島
専
門
研

究
機
関
か
ら
情
報
を
得
て
推
進
し
て
い
る
。

⑶　

韓
国
海
洋
水
産
開
発
院
独
島
・
海
洋
領
土
研
究
セ
ン
タ
ー

韓
国
海
洋
水
産
開
発
院
独
島
・
海
洋
領
土
研
究
セ
ン
タ
ー
は
、
韓
国
海

洋
水
産
開
発
院
（
Ｋ
Ｍ
Ｉ
）
の
下
部
機
関
と
し
て
、
二
〇
〇
六
年
に
発
足

し
た
。
主
な
事
業
と
し
て
、
海
洋
領
土
に
お
け
る
領
土
主
権
の
強
化
策
を

研
究
し
て
い
る
。
国
際
法
や
諸
外
国
の
領
土
紛
争
で
の
領
土
主
権
強
化
の



二
八
〇

守
護
意
志
・
独
島
研
究
所
」
な
ど
の
民
間
研
究
機
関
も
あ
る
。

4
．
大
学
の
独
島
関
連
研
究
機
関

⑴　

嶺
南
大
学
校
独
島
研
究
所

嶺
南
大
学
校
で
は
独
島
が
属
す
る
行
政
区
域
で
あ
る
慶
尚
北
道
に
位
置

す
る
大
学
で
あ
る
と
い
う
縁
も
あ
っ
て
、
一
九
八
〇
年
代
か
ら
研
究
者
個

人
レ
ベ
ル
で
独
島
の
歴
史
と
文
化
の
み
で
は
な
く
、
地
理
や
生
態
系
な
ど

を
中
心
と
す
る
研
究
も
行
わ
れ
て
き
た
。
こ
う
し
た
中
で
二
〇
〇
五
年
、

島
根
県
の
「
竹
島
の
日
」
制
定
を
き
っ
か
け
と
し
て
、
独
島
が
韓
国
の
領

土
で
あ
る
こ
と
を
積
極
的
に
ア
ピ
ー
ル
す
る
必
要
性
か
ら
、
大
学
の
付
属

研
究
所
と
し
て
現
在
の
独
島
研
究
所
が
設
立
さ
れ
た
。

こ
の
研
究
所
の
設
立
目
的
は
、
竹
島
を
は
じ
め
東
海
岸
文
化
圏
に
関
す

る
資
料
の
収
集
・
整
理
と
そ
の
研
究
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
研
究
所
の
事

業
と
し
て
は
、
①
独
島
を
は
じ
め
と
す
る
東
海
岸
の
文
化
と
歴
史
の
研
究
、

独
島
遠
近
海
の
生
態
系
と
資
源
の
調
査
及
び
研
究
、
海
洋
資
源
関
連
の
法

律
に
関
す
る
研
究
、
②
日
本
側
の
基
礎
資
料
及
び
研
究
資
料
の
収
集
と
研

究
、
③
独
島
を
は
じ
め
と
す
る
東
海
岸
文
化
圏
に
関
す
る
研
究
、
④
研
究

成
果
の
出
版
、
⑤
独
島
問
題
に
関
す
る
対
外
広
報
活
動
、
⑥
外
部
関
係
機

関
と
の
協
力
、
⑦
国
内
外
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
受
注
、
⑧
そ
の
他
、
本
研

究
所
の
目
的
と
関
連
す
る
事
業
な
ど
が
掲
げ
ら
れ
て
い
る
。

3
．
民
間
研
究
機
関

⑴　

社
団
法
人　

韓
国
独
島
研
究
院

韓
国
独
島
研
究
院
は
、
二
〇
〇
二
年
に
設
立
さ
れ
た
。
韓
日
間
で
争
点

と
な
っ
て
い
る
独
島
問
題
の
平
和
的
な
解
決
の
た
め
、
従
来
の
制
限
的
か

つ
消
極
的
な
政
府
間
の
議
論
か
ら
脱
皮
し
て
、
純
粋
な
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
活
動
を

通
じ
て
相
反
す
る
歴
史
認
識
を
再
整
理
し
て
、
国
際
法
的
・
歴
史
的
資
料

を
中
心
と
す
る
論
理
展
開
だ
け
で
な
く
、
安
保
お
よ
び
軍
事
面
で
の
愛
国

心
の
高
揚
と
安
保
意
識
の
向
上
に
資
す
る
教
育
を
行
う
こ
と
に
よ
っ
て
、

究
極
的
に
は
独
島
を
守
る
た
め
の
方
策
を
探
す
出
す
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

主
な
事
業
と
し
て
は
、
①
独
島
に
対
す
る
安
保
概
念
の
整
理
、
②
著
作

活
動
、
③
主
要
国
と
の
研
究
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築
、
④
独
島
関
連
学
術

大
会
へ
の
積
極
的
な
参
加
、
⑤
世
界
規
模
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
活
動
の
た
め
の
基
盤

構
築
、
⑥
市
・
道
教
育
庁
と
の
協
調
体
制
の
構
築
、
⑦
中
高
生
や
軍
人
に

対
す
る
独
島
安
保
教
育
、
⑧
世
界
韓
国
学
大
会
へ
の
参
加
、
⑨
鬱
陵
島
と

独
島
の
探
訪
、
⑩
米
国
・
中
国
同
胞
に
対
す
る
特
別
講
義
、
⑪
中
長
期
的

な
研
究
基
盤
の
構
築
、
⑫
独
島
守
護
国
民
運
動
の
展
開
、
⑬
学
術
報
告
大

会
、
⑭
「
独
島
・
対
馬
の
家
」
の
開
館
、
⑮
独
島
死
守
の
広
報
及
び
決
議

大
会
、
⑯
世
界
Ｎ
Ｇ
Ｏ
大
会
へ
の
参
加
と
協
調
体
制
の
構
築
な
ど
を
掲
げ

て
い
る
。

こ
の
他
に
も
「
領
土
研
究
所
」
や
「
又
石
韓
国
領
土
研
究
所
」、「
領
土



韓
国
に
お
け
る
独
島
・
竹
島
に
関
す
る
研
究
及
び
市
民
団
体
の
活
動
に
つ
い
て
（
孔
・
崔
）

二
八
一

タ
リ
ン
グ
（
二
〇
一
三
〜
二
〇
一
四
）
報
告
書
│

微
生
物
』、『
独
島
天
然

保
護
区
域
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
（
二
〇
一
三
〜
二
〇
一
四
）
報
告
書
│

鳥
類
像
』、

『
独
島
天
然
保
護
区
域
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
（
二
〇
一
三
〜
二
〇
一
四
）
報
告

書
│

植
物
像
』、『
独
島
天
然
保
護
区
域
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
（
二
〇
一
三
〜

二
〇
一
四
）
報
告
書
│

総
論
』
な
ど
の
論
文
と
報
告
書
を
発
行
し
て
い
る
。

⑶　

大
邱
大
学
校
独
島
領
土
学
研
究
所

こ
の
研
究
所
は
、
設
立
目
的
に
お
い
て
、
独
島
領
土
に
関
し
て
は
否
定

で
き
な
い
歴
史
的
な
権
原
が
あ
り
、
そ
の
権
原
に
基
づ
い
た
国
際
法
的
地

位
が
認
め
ら
れ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
日
本
は
こ
う
し
た
歴
史
的
な

権
原
を
無
視
し
、
独
島
に
対
す
る
領
有
権
を
主
張
し
て
独
島
に
対
す
る
韓

国
の
歴
史
的
な
権
原
や
国
際
法
的
な
地
位
を
深
刻
に
歪
曲
し
て
い
る
と
述

べ
て
い
る
。
日
本
の
主
張
に
対
抗
す
る
た
め
に
、
独
島
に
関
す
る
歴
史
的

な
資
料
を
発
掘
し
、
こ
れ
に
基
づ
い
て
独
島
の
歴
史
的
な
権
原
と
国
際
法

的
な
地
位
を
考
証
し
、
こ
う
し
た
結
果
を
対
内
外
的
に
広
報
す
る
こ
と
を

目
的
に
し
て
い
る
。

こ
の
研
究
所
の
活
動
と
し
て
は
、
①
独
島
講
座
の
開
設
、
②
独
島
関
連

講
師
の
養
成
、
③
独
島
関
連
の
専
門
書
発
行
、
④
独
島
関
連
の
啓
蒙
書
発

行
、
⑤
専
門
家
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築
、
⑥
独
島
・
鬱
陵
島
の
文
化
の

発
掘
、
⑦
独
島
関
連
の
同
好
会
作
り
と
そ
の
支
援
、
な
ど
が
掲
げ
ら
れ
て

い
る
。

⑵　

慶
北
大
学
校
鬱
陵
島
・
独
島
研
究
所

慶
北
大
学
校
鬱
陵
島
・
独
島
研
究
所
は
、
鬱
陵
島
と
独
島
に
関
す
る
自

然
・
生
態
系
や
国
際
法
、
尋
問
者
会
的
側
面
に
つ
い
て
の
研
究
を
通
じ
て

鬱
陵
島
と
独
島
の
保
存
方
法
を
探
し
、
自
然
環
境
及
び
有
用
な
生
物
を
開

発
し
て
、
自
然
公
園
及
び
持
続
可
能
な
生
態
観
光
資
源
の
確
保
す
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
設
立
さ
れ
た
。
研
究
及
び
活
動
領
域
と
し
て
、
鬱
陵
島
と

独
島
に
関
す
る
自
然
・
生
態
系
、
国
際
法
、
人
文
社
会
に
関
す
る
研
究
、

な
ら
び
に
地
質
、
自
然
景
観
、
土
壌
、
植
生
、
植
物
像
、
昆
虫
像
、
鳥
類

像
、
無
脊
髄
動
物
像
、
微
生
物
像
、
線
虫
像
、
蘚
苔
類
像
、
土
壌
内
の
花

粉
の
分
析
な
ど
を
掲
げ
て
い
る
。

こ
の
研
究
所
の
主
な
活
動
は
、
①
鬱
陵
島
と
独
島
の
陸
上
生
態
系
に
関

す
る
研
究
と
保
存
戦
略
の
確
立
、
②
鬱
陵
島
と
独
島
の
有
用
生
物
及
び
生

態
観
光
資
源
の
開
発
、
③
鬱
陵
島
と
独
島
に
関
す
る
教
育
課
程
の
開
設
と

運
用
、
④
独
島
の
法
的
地
位
の
確
立
、
⑤
独
島
関
連
古
文
書
の
デ
ー
タ

ベ
ー
ス
化
、
⑥
そ
の
他
、
研
究
所
の
目
的
達
成
に
必
要
な
事
業
、
が
あ
る
。

こ
の
研
究
所
で
は
、『
独
島
天
然
保
護
区
域
モ
ニ
タ
リ
ン
グ

（
二
〇
一
三
〜
二
〇
一
四
）
報
告
書
│

地
質
』、『
独
島
天
然
保
護
区
域
モ
ニ

タ
リ
ン
グ
（
二
〇
一
三
〜
二
〇
一
四
）
報
告
書
│

地
形
及
び
景
観
』、『
独

島
天
然
保
護
区
域
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
（
二
〇
一
三
〜
二
〇
一
四
）
報
告
書
│

原
生
生
物
』、『
独
島
天
然
保
護
区
域
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
（
二
〇
一
三
〜

二
〇
一
四
）
報
告
書
│

海
洋
無
脊
髄
動
物
』、『
独
島
天
然
保
護
区
域
モ
ニ



二
八
二

り
、
一
部
の
韓
国
人
は
こ
の
地
域
を
韓
国
の
領
土
だ
と
主
張
し
て
い
る
）

に
関
す
る
教
育
を
目
的
と
し
て
い
る
。
領
土
問
題
に
体
系
的
・
持
続
的
に

対
応
す
る
た
め
に
は
国
民
の
領
土
問
題
に
関
す
る
正
し
い
知
識
と
認
識
が

必
要
で
あ
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
現
実
は
多
く
の
国
民
が
正
し
い
知
識
を

持
っ
て
い
な
い
と
い
う
観
点
に
立
ち
、
独
島
と
間
島
に
対
す
る
研
究
結
果

と
知
識
を
国
民
に
伝
え
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
る
。
そ
の
た
め
の
領
土
問

題
に
関
す
る
教
育
と
現
地
訪
問
の
重
要
性
を
強
調
し
て
い
る
。

⑹　

慶
州
大
学
校
独
島
・
鬱
陵
学
研
究
所

二
〇
〇
六
年
に
設
立
さ
れ
た
慶
州
大
学
校
独
島
・
鬱
陵
学
研
究
所
は
、

独
島
に
関
す
る
広
報
活
動
と
独
島
関
連
コ
ン
テ
ン
ツ
の
開
発
を
目
的
に
し

て
い
る
。
こ
の
研
究
所
で
は
、
主
に
芸
術
分
野
で
の
活
動
を
通
じ
て
独
島

の
重
要
さ
を
国
民
に
ア
ピ
ー
ル
し
て
い
る
。
二
〇
〇
九
年
に
は

「
二
〇
〇
九
年
独
島
を
愛
す
る
カ
レ
ン
ダ
ー
」
を
制
作
・
配
布
す
る
な
ど

の
活
動
を
行
い
、
独
島
に
対
す
る
知
的
財
産
権
を
確
保
す
る
こ
と
に
よ
り

領
土
紛
争
で
の
日
本
に
対
す
る
優
位
の
確
立
を
目
指
し
て
い
る
。

⑺　

大
邱
漢
医
大
学
校
安
龍
福
研
究
所

大
邱
漢
医
大
学
校
安
龍
福
研
究
所
は
、
韓
国
と
日
本
か
ら
見
る
鬱
陵

島
・
独
島
に
対
す
る
認
識
の
比
較
、
日
韓
の
共
同
認
識
に
よ
る
安
龍
福
像

の
確
立
、
鬱
陵
島
・
独
島
周
辺
地
域
の
調
査
、
安
龍
福
に
関
す
る
資
料
の

発
掘
に
よ
る
実
態
把
握
を
行
っ
て
い
る
。

⑷　

世
宗
大
学
校
独
島
総
合
研
究
所

世
宗
大
学
校
独
島
総
合
研
究
所
は
、
独
島
に
対
す
る
日
本
の
挑
発
に
対

応
す
る
た
め
だ
け
で
な
く
、
韓
国
の
領
土
で
あ
る
独
島
を
効
率
的
に
開
発

し
、
こ
う
し
た
事
業
を
通
じ
て
国
民
を
統
合
す
る
目
的
で
設
立
さ
れ
た
。

既
存
の
独
島
領
有
権
の
研
究
、
す
な
わ
ち
歴
史
的
、
国
際
法
的
研
究
に
加

え
て
、
国
内
法
的
な
観
点
か
ら
も
研
究
を
進
め
、
独
島
に
対
す
る
実
効
支

配
を
強
化
す
る
方
法
や
国
民
統
合
を
実
現
す
る
方
法
、
海
外
同
胞
社
会
を

独
島
問
題
を
通
じ
て
結
束
さ
せ
る
方
法
な
ど
を
研
究
す
る
と
し
て
い
る
。

こ
の
研
究
所
が
対
象
と
し
て
い
る
研
究
分
野
は
、
①
独
島
領
有
権
問
題

に
関
す
る
歴
史
的
・
地
理
的
・
国
際
法
的
研
究
、
②
独
島
問
題
を
媒
介
と

し
た
国
内
外
の
国
民
統
合
方
法
の
研
究
、
③
独
島
に
関
す
る
国
内
法
の
研

究
、
④
独
島
開
発
研
究
（
独
島
の
地
形
、
地
質
、
建
設
問
題
、
接
岸
施
設

補
修
問
題
、
環
境
に
優
し
い
開
発
研
究
、
海
底
研
究
な
ど
）、
⑤
鬱
陵

島
・
独
島
の
観
光
開
発
研
究
、
の
五
点
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
研
究
所
の
基

本
事
業
と
し
て
は
、
①
学
術
研
究
を
通
じ
た
国
民
統
合
、
②
資
料
収
集
と

探
査
、
③
国
内
外
に
お
け
る
学
術
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
開
催
、
④
対
外
広

報
・
出
版
事
業
・
多
言
語
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
運
営
、
⑤
そ
の
他
本
研
究
所

の
目
的
に
適
し
た
事
業
が
設
定
さ
れ
て
い
る
。

⑸　

慶
一
大
学
校
独
島
間
島
研
究
所

二
〇
〇
七
年
に
設
立
さ
れ
た
慶
一
大
学
校
独
島
間
島
研
究
所
は
、
独
島

及
び
間
島
（
中
国
東
北
部
に
あ
る
延
辺
朝
鮮
族
自
治
州
に
あ
る
地
域
で
あ



韓
国
に
お
け
る
独
島
・
竹
島
に
関
す
る
研
究
及
び
市
民
団
体
の
活
動
に
つ
い
て
（
孔
・
崔
）

二
八
三

的
と
し
て
い
る
と
同
時
に
、
独
島
を
は
じ
め
東
海
関
連
の
生
態
系
の
研
究

も
行
っ
て
い
る
。

主
な
活
動
に
は
、
東
海
関
連
の
国
内
外
で
の
セ
ミ
ナ
ー
の
開
催
だ
け
で

は
な
く
、
国
連
地
名
専
門
家
会
議
、
国
連
地
名
標
準
化
会
議
、
Ｉ
Ｈ
Ｏ 

（International H
ydrographic O

rganization; 

国
際
水
路
機
関
）
総

会
な
ど
の
地
名
関
連
会
議
に
代
表
団
を
派
遣
し
て
、
東
海
地
名
関
連
の
広

報
資
料
及
び
地
図
の
制
作
・
配
布
な
ど
が
あ
る
。

6
．
市
民
団
体

オ
フ
ラ
イ
ン
上
の
市
民
団
体

⑴　

独
島
守
護
国
際
連
帯

独
島
守
護
国
際
団
体
は
二
〇
〇
六
年
に
設
立
さ
れ
、
大
学
生
ら
に
独
島

に
対
す
る
正
し
い
知
識
を
教
育
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
「
独
島
知
識
ア

カ
デ
ミ
ー
」
を
運
営
し
て
い
る
。
二
〇
〇
七
年
か
ら
現
在
ま
で
に

二
一
七
〇
人
の
大
学
生
が
こ
の
課
程
を
修
了
し
た
。
こ
の
他
に
も
、
独
島

本
部
と
韓
国
詩
人
協
会
独
島
支
部
な
ど
で
独
島
を
広
報
す
る
活
動
を
展
開

し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
こ
の
団
体
は
、
独
島
関
連
の
教
育
課
程
を
運
営
す

る
と
同
時
に
、
各
大
学
に
独
島
関
連
の
サ
ー
ク
ル
を
組
織
し
、
活
動
す
る

よ
う
様
々
な
支
援
を
行
っ
て
い
る
。

⑵　

財
団
法
人　

独
島
財
団

独
島
財
団
は
、
官
民
共
同
で
設
立
さ
れ
た
団
体
で
あ
り
、
民
間
レ
ベ
ル

5
．
学
会

⑴　

独
島
学
会

独
島
学
会
は
、
一
九
九
六
年
に
独
島
に
関
す
る
客
観
的
な
研
究
を
通
じ

て
独
島
が
韓
国
の
領
土
で
あ
る
こ
と
を
明
確
に
し
、
独
島
に
対
す
る
主
権

的
レ
ベ
ル
で
の
政
策
施
行
に
役
に
立
つ
学
術
研
究
を
行
う
こ
と
を
目
的
と

し
て
発
足
し
た
。
主
な
事
業
と
し
て
は
、
①
独
島
領
有
権
に
関
す
る
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
の
開
催
、
②
独
島
研
究
叢
書
の
発
刊
、
③
独
島
領
有
権
関
連
の

資
料
の
発
刊
事
業
に
対
す
る
支
援
、
な
ど
を
行
っ
て
い
る
。

こ
の
学
会
で
は
、
一
九
九
六
年
か
ら
二
〇
一
〇
年
に
か
け
て
、
一
八
回

の
独
島
領
有
権
に
関
す
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
し
た
。
さ
ら
に
、
一
〇

冊
の
独
島
研
究
叢
書
と
二
冊
の
独
島
領
有
権
広
報
資
料
（
な
ぜ
日
本
の
独

島
領
有
権
主
張
は
誤
り
な
の
か
）、
二
冊
の
独
島
領
有
権
広
報
漫
画

（L
ove Y

ou, D
okdo

）、
な
ら
び
に
九
ケ
国
語
に
翻
訳
さ
れ
た
独
島
領
有

権
案
内
資
料
も
出
版
し
た
。
独
島
や
領
土
関
連
の
研
究
に
携
わ
っ
て
い
る

学
者
や
研
究
者
の
み
で
な
く
、
政
府
基
金
の
国
策
研
究
所
の
関
係
者
や
公

務
員
な
ど
も
会
員
と
し
て
活
動
し
て
い
る
。

⑵　

東
海
研
究
会

東
海
研
究
会
は
、
国
際
社
会
に
お
い
て
鬱
陵
島
と
独
島
が
属
す
る
「
東

海
」
の
地
名
を
回
復
す
る
た
め
、
一
九
九
四
年
一
一
月
に
設
立
さ
れ
た
非

営
利
団
体
で
あ
る
。
東
海
と
い
う
地
名
を
研
究
し
、
広
報
す
る
こ
と
を
目



二
八
四

の
保
存
と
継
承
、
④
領
土
と
海
洋
に
関
す
る
事
業
、
⑤
国
と
社
会
を
よ
く

す
る
事
業
、
⑥
以
上
の
よ
う
な
事
業
を
行
っ
て
い
る
団
体
や
個
人
に
対
す

る
支
援
、
な
ど
を
掲
げ
て
い
る
。

な
お
、
こ
の
他
に
も
「
独
島
を
正
し
く
知
る
運
動
本
部
」
や
「
独
島
を

生
か
す
国
民
運
動
本
部
」、「
独
島
運
動
本
部
」、「
独
島
守
り
国
民
行
動
本

部
」
な
ど
の
数
多
く
の
市
民
団
体
が
あ
る
。

⑷　

独
島
を
愛
す
る
本
部

独
島
を
愛
す
る
本
部
は
、
多
様
な
形
で
独
島
を
愛
す
る
活
動
を
通
じ
て

国
民
の
国
土
愛
と
歴
史
意
識
を
高
め
る
と
同
時
に
、
独
島
が
韓
国
の
領
土

で
あ
る
こ
と
を
世
界
に
広
報
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
活
動
を
し
て
い
る
。

主
な
事
業
と
し
て
、
朝
鮮
戦
争
参
戦
国
連
軍
の
子
孫
に
対
す
る
独
島
訪
問

の
斡
旋
、
独
島
広
報
の
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
の
制
作
、
独
島
を
愛
す
る
内
容

の
駐
車
ス
テ
ッ
カ
ー
装
着
運
動
、「
竹
島
の
日
」
撤
廃
運
動
、「
独
島
の

日
」
記
念
行
事
、
独
立
軍
の
子
孫
に
対
す
る
独
島
訪
問
の
斡
旋
、
独
島
に

関
す
る
フ
ォ
ー
ラ
ム
や
セ
ミ
ナ
ー
の
開
催
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
上
で
の
独
島
記
者
団

の
運
営
、
町
で
の
独
島
広
報
行
事
な
ど
を
行
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
全
国

民
の
独
島
訪
問
運
動
（W

elcom
e T

o D
okdo

）
を
展
開
し
て
、
独
島
に

対
す
る
韓
国
の
実
効
支
配
を
強
化
す
る
運
動
を
続
け
て
い
る
。

⑸　

独
島
研
究
保
存
協
会

独
島
研
究
保
存
協
会
は
、
一
九
九
六
年
に
設
立
さ
れ
た
鬱
陵
郡
管
轄
の

独
島
の
領
有
権
問
題
を
研
究
す
る
た
め
の
民
間
団
体
で
あ
る
。
設
立
目
的

で
の
独
島
守
護
事
業
及
び
国
内
外
へ
の
広
報
活
動
と
独
島
領
土
主
権
強
化

を
目
的
と
し
て
、
二
〇
〇
九
年
に
設
立
さ
れ
た
。

主
な
事
業
と
し
て
は
、
①
国
民
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
国
内
外
の
学
校
な

ど
を
訪
問
し
て
独
島
に
関
す
る
歴
史
的
な
事
実
を
教
育
し
て
、
領
土
守
護

意
志
を
固
め
る
）、
②
広
報
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
独
島
を
テ
ー
マ
と
し
て
多
様

な
文
化
行
事
と
創
作
活
動
を
行
う
こ
と
に
よ
っ
て
、
独
島
を
芸
術
の
島
と

し
て
い
く
）、
③
現
場
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
独
島
守
護
の
た
め
の
国
民
的

共
感
の
醸
成
、
独
島
の
歴
史
に
関
す
る
認
識
の
共
有
、
鬱
陵
島
と
独
島
の

訪
問
体
験
を
通
じ
た
安
龍
福
思
想
と
国
土
守
護
意
志
の
拡
散
）、
④
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
強
化
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
日
本
の
独
島
に
関
す
る
挑
発
に
対
し
て
国

民
が
心
を
一
つ
に
す
る
た
め
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
拡
大
と
連
携
事
業
の
強

化
）、
⑤
研
究
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
日
本
に
よ
る
独
島
の
地
域
紛
争
化
戦
略
に

効
果
的
に
対
応
す
る
た
め
の
独
島
領
土
主
権
に
関
す
る
客
観
的
な
資
料
の

収
集
と
発
掘
、
独
島
関
連
の
各
種
の
国
内
外
の
資
料
の
収
集
と
研
究
成
果

の
提
供
）、
な
ど
を
掲
げ
て
い
る
。

⑶　

独
島
本
部

独
島
本
部
は
、
独
島
の
領
土
主
権
を
完
全
に
回
復
し
、
国
民
の
領
土
意

識
を
高
め
、
領
土
保
存
の
基
礎
に
な
る
歴
史
と
民
族
精
神
・
民
族
文
化
を

回
復
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
設
立
さ
れ
た
。

主
な
事
業
と
し
て
は
、
①
領
土
主
権
の
関
連
事
業
、
②
韓
民
族
の
文
化

的
・
歴
史
的
な
境
界
に
関
す
る
研
究
・
調
査
・
広
報
事
業
、
③
伝
統
文
化



韓
国
に
お
け
る
独
島
・
竹
島
に
関
す
る
研
究
及
び
市
民
団
体
の
活
動
に
つ
い
て
（
孔
・
崔
）

二
八
五

施
し
て
い
る
。
ま
た
義
勇
隊
記
念
館
建
立
推
進
事
業
も
進
め
て
い
る
。

⑺　

独
島
守
護
隊

独
島
守
護
隊
は
、
独
島
を
守
護
す
る
た
め
、
独
島
に
関
す
る
学
術
探
査

や
水
中
探
査
な
ど
を
行
っ
て
い
る
。

⑻　

独
島
義
兵
隊

独
島
義
兵
隊
は
、
独
島
を
広
報
す
る
方
法
と
し
て
署
名
運
動
を
展
開
し
、

す
で
に
一
〇
〇
万
人
を
超
え
る
署
名
を
集
め
て
い
る
。
さ
ら
に
、
毎
年
、

全
国
で
独
島
を
愛
す
る
文
芸
作
品
コ
ン
テ
ス
ト
を
開
催
し
て
い
る
。

⑼　

独
島
有
人
化
国
民
運
動
本
部

独
島
有
人
化
国
民
運
動
本
部
は
、
一
九
八
七
年
に
創
立
さ
れ
た
「
克
日

運
動
市
民
連
合
」
を
母
体
と
し
て
、
一
九
九
七
年
二
月
に
独
立
・
発
足
し

た
。
独
島
に
戸
籍
を
移
す
運
動
と
独
島
の
有
人
島
化
運
動
を
推
進
し
て
い

る
。⑽　

独
島
歴
史
探
し
運
動
本
部

「
韓
民
族
独
島
探
し
運
動
本
部
」
を
母
体
と
し
て
発
足
し
た
独
島
歴
史

探
し
運
動
本
部
は
、
五
〇
あ
ま
り
の
団
体
を
束
ね
て
組
織
し
た
連
合
体
で

あ
る
。
独
島
問
題
に
関
す
る
声
明
書
や
新
聞
広
告
、
独
島
訪
問
な
ど
、
独

島
問
題
の
全
般
に
関
す
る
大
衆
の
関
心
を
引
き
起
こ
す
た
め
の
活
動
を

行
っ
て
い
る
。

⑾　

緑
色
の
鬱
陵
・
独
島
作
り
会
（
社
団
法
人
）

鬱
陵
島
の
現
地
で
組
織
さ
れ
、
長
い
歴
史
を
持
つ
緑
色
の
鬱
陵
・
独
島

と
し
て
、
独
島
が
韓
国
の
領
土
で
あ
る
こ
と
を
歴
史
的
に
研
究
し
、
そ
の

正
当
性
を
確
保
す
る
こ
と
を
明
記
し
て
い
る
。

こ
の
協
会
の
主
な
活
動
と
し
て
、
独
島
が
韓
国
の
領
土
で
あ
る
こ
と
を

証
明
す
る
研
究
を
強
化
し
て
、
そ
の
結
果
を
世
界
に
ア
ピ
ー
ル
す
る
と
同

時
に
、
独
島
関
連
の
文
献
や
資
料
を
体
系
的
に
収
集
・
編
集
し
て
資
料
集

を
発
刊
し
て
い
る
。
年
一
回
、
学
術
大
会
や
討
論
会
を
開
催
す
る
と
と
も

に
、
学
術
研
究
集
や
単
行
本
、
資
料
集
、
広
報
物
な
ど
を
発
行
し
て
い
る
。

こ
う
し
た
活
動
を
通
じ
て
政
府
に
Ｅ
Ｅ
Ｚ
問
題
、
専
管
水
域
問
題
を
提
起

し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
こ
の
協
会
で
は
、
独
島
に
埠
頭
施
設
や
人
工
地
盤

を
作
る
な
ど
の
開
発
を
行
い
、
鬱
陵
島
住
民
の
漁
業
前
進
基
地
を
建
設
す

る
と
と
も
に
、
観
光
地
と
し
て
活
用
す
る
こ
と
を
提
案
し
て
い
る
。
ま
た
、

一
九
九
七
年
に
は
『
独
島
領
有
権
の
歴
史
と
国
際
関
係
』
を
は
じ
め
と
し

て
、
四
冊
に
ま
と
め
ら
れ
た
『
独
島
領
有
権
資
料
の
探
求
』
な
ど
の
出
版

物
を
発
刊
し
て
い
る
。

⑹　

独
島
義
勇
守
備
隊
記
念
事
業
会

独
島
義
勇
守
備
隊
記
念
事
業
会
は
、
一
九
五
三
年
か
ら
一
九
五
六
年
ま

で
民
間
人
の
身
分
で
志
願
し
て
、
独
島
を
守
っ
た
三
三
人
の
義
勇
守
備
隊

を
記
念
し
て
設
立
さ
れ
た
。
現
在
ま
で
生
存
し
て
い
る
隊
員
と
遺
族
に
対

す
る
支
援
事
業
や
独
島
に
対
す
る
教
育
、
広
報
事
業
を
行
っ
て
い
る
。
さ

ら
に
、
中
高
生
を
対
象
と
し
て
独
島
義
勇
守
備
隊
青
少
年
名
誉
隊
員
を
募

集
し
て
、
夏
休
み
に
独
島
を
訪
問
し
て
独
島
を
探
訪
す
る
教
育
事
業
を
実



二
八
六

の
基
本
的
立
場
や
日
本
の
独
島
領
有
権
主
張
に
対
す
る
反
論
を
は
じ
め
、

独
島
に
対
す
る
慶
尚
北
道
の
管
理
状
況
や
方
針
、
独
島
の
自
然
な
ど
、
独

島
に
関
す
る
あ
ら
ゆ
る
面
で
の
広
報
を
韓
国
語
だ
け
で
な
く
英
語
、
日
本

語
、
お
よ
び
中
国
語
で
行
っ
て
い
る
。

⑶　

バ
ン
ク
（
Ｖ
Ａ
Ｎ
Ｋ
）

バ
ン
ク
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
韓
国
を
世
界
に
知
ら
せ
る
「
サ
イ

バ
ー
外
交
使
節
団
」
の
役
割
を
担
っ
て
い
る
団
体
で
あ
る
。
バ
ン
ク
と
い

う
名
前
は
、“V

oluntary A
gency N

etw
ork of K

orea ”

の
略
で
あ
る
。

こ
の
サ
イ
ト
は
、
一
九
九
九
年
に
外
交
官
と
の
ペ
ン
パ
ル
を
斡
旋
す
る
サ

イ
ト
と
し
て
開
設
さ
れ
、
現
在
は
民
間
部
門
で
の
韓
国
の
対
外
広
報
を
担

当
す
る
代
表
的
な
団
体
の
一
つ
で
あ
る
。
全
世
界
の
八
億
の
ネ
テ
ィ
ズ
ン

を
対
象
と
し
て
、
韓
国
の
イ
メ
ー
ジ
を
変
え
る
こ
と
を
目
標
に
、
主
に

ネ
ッ
ト
上
で
の
韓
国
関
連
情
報
の
誤
謬
の
是
正
活
動
を
行
っ
て
い
る
。
そ

の
中
で
も
、「
独
島
を
正
し
く
知
る
」
と
い
う
こ
と
に
力
を
入
れ
て
い
る
。

こ
の
た
め
、
こ
の
団
体
で
は
「
サ
イ
バ
ー
外
交
官
養
成
課
程
」
と
「
独
島

士
官
学
校
」
と
い
う
課
程
を
設
け
て
、
独
島
が
な
ぜ
韓
国
の
領
土
で
あ
る

か
な
ど
、
独
島
に
関
す
る
知
識
や
情
報
を
画
像
な
ど
を
通
じ
て
教
育
し
て

い
る
。

⑷　

独
島
を
愛
し
て
守
る
会

独
島
を
愛
し
て
守
る
会
は
、
サ
イ
ワ
ー
ル
ド
の
サ
イ
ト
で
活
動
す
る
同

好
会
で
、
全
国
的
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
成
し
て
独
島
問
題
を
共
有
し
、

作
り
会
は
、
独
島
の
有
人
島
化
事
業
と
造
林
事
業
、
青
少
年
教
育
、
独
島

生
態
系
保
存
事
業
な
ど
を
行
っ
て
い
る
。

⑿　

コ
リ
ア
独
島
緑
色
運
動
連
合

江
源
道
の
江
凌
に
本
部
を
置
く
コ
リ
ア
独
島
緑
色
運
動
連
合
は
、
定
期

的
に
独
島
探
訪
団
を
募
集
し
て
、
独
島
を
探
訪
す
る
活
動
を
行
っ
て
い
る
。

オ
ン
ラ
イ
ン
上
の
団
体

⑴ 　

国
民
安
全
庁
海
洋
警
備
安
全
本
部
（
元
海
洋
警
察
庁
）
の
「
独
島

の
海
を
守
ろ
う
」

国
民
安
全
庁
海
洋
警
備
安
全
本
部
が
運
営
す
る
こ
の
サ
イ
ト
で
は
、
独

島
の
正
確
な
位
置
や
古
文
献
の
記
録
か
ら
見
る
独
島
、
独
島
を
守
っ
て
い

る
人
々
の
物
語
、
さ
ら
に
、
独
島
に
関
す
る
日
本
の
政
策
変
化
な
ど
、
あ

ら
ゆ
る
角
度
か
ら
独
島
に
照
点
を
当
て
て
い
る
。
七
つ
の
セ
ク
シ
ョ
ン
か

ら
成
る
こ
の
サ
イ
ト
内
の
日
韓
の
争
点
比
較
セ
ク
シ
ョ
ン
で
、
韓
国
と
日

本
の
独
島
領
有
権
に
対
す
る
主
張
や
論
拠
が
時
期
ご
と
に
一
目
瞭
然
に
整

理
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
類
似
す
る
他
国
の
領
土
紛
争
の
事
例
も
紹
介
さ

れ
て
い
る
。
海
洋
警
察
の
活
動
や
独
島
の
入
島
情
報
、
独
島
の
天
気
な
ど

も
発
信
し
て
い
る
。

⑵　

慶
尚
北
道
サ
イ
バ
ー
独
島

慶
尚
北
道
サ
イ
バ
ー
独
島
は
、
独
島
が
属
し
て
い
る
慶
尚
北
道
が
運
営

す
る
独
島
関
連
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
あ
っ
て
、
独
島
に
対
す
る
韓
国
政
府



韓
国
に
お
け
る
独
島
・
竹
島
に
関
す
る
研
究
及
び
市
民
団
体
の
活
動
に
つ
い
て
（
孔
・
崔
）

二
八
七

な
い
団
体
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
持
っ
て
い
な
い
団
体
も
数
多
く
存
在
す
る
。

政
府
関
連
の
研
究
所
を
は
じ
め
と
す
る
各
種
の
研
究
所
や
団
体
の
設
立

目
的
や
事
業
内
容
は
、
独
島
に
関
す
る
資
料
の
発
掘
や
調
査
、
研
究
、
広

報
、
教
育
、
領
土
主
権
守
護
、
探
訪
、
学
術
交
流
、
出
版
な
ど
、
大
同
小

異
で
あ
っ
て
、
多
く
の
研
究
所
や
団
体
が
ほ
ぼ
同
じ
活
動
を
し
て
い
る
こ

と
が
分
か
る
。

さ
ら
に
、
こ
う
し
た
独
島
・
竹
島
関
連
の
研
究
所
や
市
民
団
体
が
本
来

の
設
立
目
的
や
趣
旨
に
該
当
す
る
事
業
や
活
動
を
実
際
に
や
っ
て
い
る
と

は
限
ら
な
い
。
政
府
基
金
で
運
営
さ
れ
て
い
る
「
東
北
ア
ジ
ア
歴
史
財

団
」
傘
下
の
「
独
島
研
究
所
」
の
よ
う
に
、
専
門
の
研
究
員
や
組
織
、
資

金
を
持
っ
て
体
系
的
に
研
究
や
調
査
活
動
を
行
っ
て
い
る
研
究
所
が
あ
る

反
面
、
実
際
に
は
開
店
休
業
状
態
に
あ
る
研
究
所
も
多
数
存
在
す
る
。
大

学
の
独
島
・
竹
島
関
連
研
究
所
に
お
い
て
も
、
領
土
問
題
や
独
島
・
竹
島

問
題
を
専
攻
す
る
専
任
教
員
や
研
究
員
に
よ
っ
て
研
究
所
が
成
り
立
っ
て

い
る
と
こ
ろ
よ
り
、
関
連
分
野
を
専
攻
し
て
い
る
一
人
の
教
員
を
中
心
と

し
て
、
こ
れ
に
一
〜
二
名
の
助
手
を
加
え
た
形
で
運
営
さ
れ
る
こ
と
が
多

い
。
さ
ら
に
、
独
島
・
竹
島
関
連
の
市
民
団
体
も
持
続
的
に
活
動
を
行
っ

て
い
る
団
体
も
あ
れ
ば
、
看
板
だ
け
を
掲
げ
て
活
動
を
や
っ
て
い
な
い
団

体
も
多
い
。
稀
で
は
あ
る
が
、
独
島
へ
の
渡
航
の
便
宜
を
図
る
た
め
に
、

一
時
的
に
こ
う
し
た
団
体
を
立
ち
上
げ
て
い
る
ケ
ー
ス
も
報
告
さ
れ
て
い

る
。

広
報
活
動
を
行
っ
て
い
る
。

⑸　

独
島
を
愛
す
る
同
好
会

独
島
を
愛
す
る
同
好
会
は
、
一
九
九
八
年
に
パ
ソ
コ
ン
通
信
の
千
里
眼

に
開
設
さ
れ
た
韓
国
初
の
独
島
関
連
の
通
信
同
好
会
と
し
て
、
国
内
で
活

発
な
活
動
を
展
開
し
て
い
る
。

⑹　

美
人
独
島

美
人
独
島
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
作
っ
て
青
少
年
と
一
般
人
に
、
独
島

の
歴
史
や
地
理
な
ど
に
関
す
る
情
報
を
提
供
し
て
い
る
。
二
〇
〇
二
年
に

釜
山
教
育
支
援
庁
か
ら
青
少
年
向
け
推
薦
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
と
し
て
選
ば
れ

た
。こ

れ
ら
の
他
に
も
、
国
土
交
通
部
傘
下
の
国
土
地
理
情
報
院
が
運
営
し

て
い
る
「
独
島
地
理
ネ
ッ
ト
」
や
海
洋
水
産
部
が
運
営
し
て
い
る
「
独
島

総
合
情
報
シ
ス
テ
ム
」、
海
洋
水
産
部
傘
下
の
国
立
海
洋
調
査
院
が
運
営

し
て
い
る
「
我
が
領
土
独
島
」、「
Ｄ
Ａ
Ｕ
Ｍ
独
島
同
好
会
（
Ｄ
Ａ
Ｕ
Ｍ
）」、

「
大
韓
民
国
独
島
を
愛
す
る
会
（
Ｄ
Ａ
Ｕ
Ｍ
）」、「
独
島
守
護
カ
フ
ェ

（
Ｎ
Ａ
Ｖ
Ｅ
Ｒ
）」
な
ど
、
数
多
く
の
独
島
関
連
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
が
あ
る
。

7
．
お
わ
り
に

以
上
、
見
て
き
た
よ
う
に
韓
国
に
は
数
え
切
れ
な
い
ほ
ど
の
独
島
・
竹

島
関
連
の
政
府
や
民
間
の
研
究
所
や
市
民
団
体
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
が
存
在

し
て
い
る
。
先
に
掲
げ
た
研
究
所
や
市
民
団
体
以
外
に
も
登
録
さ
れ
て
い



二
八
八

独
島
研
究
保
存
協
会　

http://ulleung.grandculture.net/

東
海
研
究
会　

http://ulleung.grandculture.net/

独
島
守
護
国
際
連
帯　

http://w
w
w
.dokdonetw

ork.or.kr/gnuboard4/index.
php

（
財
団
法
人
）
独
島
財
団　

http://w
w
w
.koreadokdo.or.kr/

独
島
本
部　

http://w
w
w
.dokdocenter.org/

独
島
を
愛
す
る
本
部　

http://w
w
w
.dokdosarang.org/

独
島
義
勇
守
備
隊
記
念
事
業
会　

http://w
w
w
.dokdofoundation.or.kr/

独
島
守
護
隊　

http://w
w
w
.tokdo.kr/

独
島
義
兵
守
備
隊　

http://w
w
w
.dokdofoundation.or.kr/

独
島
有
人
化
国
民
運
動
本
部　

http://cafe.daum
.net/anadok/_album

/

独
島
歴
史
探
し
運
動
本
部　

http://w
w
w
.dokdocenter.org/

国
民
安
全
庁
海
洋
警
備
安
全
本
部
（
元
海
洋
警
察
庁
）
の
「
独
島
の
海
守
り
」

http://w
w
w
.kcg.go.kr/m

ain/user/cm
s/content.jsp?m

enuS
eq=522

慶
尚
北
道
サ
イ
バ
ー
独
島　

http://w
w
w
.dokdo.go.kr/pages/m

ain/

バ
ン
ク
（
Ｖ
Ａ
Ｎ
Ｋ
）　http://prkorea.com

/

独
島
を
愛
し
て
守
る
会　

http://ilovedokdokorea.com
/

独
島
を
愛
す
る
同
好
会　

http://w
w
w
.dokdolove.net/

美
人
独
島　

http://m
yhom

e.naver.com
/m

iintokdo/m
ain.htm

Ｄ
Ａ
Ｕ
Ｍ
独
島
同
好
会
（
Ｄ
Ａ
Ｕ
Ｍ
）http://w

w
w
.dokdolove.net/

独
島
守
護
カ
ペ
ー
（
Ｎ
Ａ
Ｖ
Ｅ
Ｒ
）http://cafe.naver.com

/cafeinfom
ate/1997

外
交
部
独
島　

http://dokdo.m
ofa.go.kr/kor/

独
島
地
理
ネ
ッ
ト　

http://dokdo.ngii.go.kr/dokdo/
我
が
領
土
独
島　

http://w
w
w
.khoa.go.kr/dokdo/

独
島
綜
合
情
報
シ
ス
テ
ム　

http://w
w
w
.dokdo.re.kr/

サ
イ
バ
ー
独
島　

http://w
w
w
.dokdo.go.kr/pages/m

ain/

こ
の
よ
う
に
、
韓
国
に
お
い
て
独
島
・
竹
島
関
連
の
研
究
所
や
市
民
団

体
が
乱
立
し
て
い
る
こ
と
は
事
実
で
あ
る
も
の
の
、
こ
う
し
た
現
象
は
い

か
に
韓
国
人
が
独
島
・
竹
島
に
対
し
て
高
い
関
心
を
持
っ
て
い
る
か
を
物

語
っ
て
い
る
。

＜

参
考
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ＞

独
島
研
究
所　

http://w
w
w
.dokdohistory.com

/kor/gnb06/sub03.do

韓
国
海
洋
科
学
技
術
院
東
海
研
究
所　

http://w
w
w
.kiost.ac.kr/lab.do

韓
国
海
洋
水
産
開
発
院
独
島
・
海
洋
領
土
研
究
セ
ン
タ
ー　

http://w
w
w
.

m
arinecom

.re.kr/

（
社
団
法
人
）
韓
国
独
島
研
究
院　

http://place.m
ap.daum

.net/17377521

独
島
博
物
館　

http://w
w
w
.dokdom

useum
.go.kr/

韓
国
学
中
央
研
究
院　

http://w
w
w
.aks.ac.kr/hom

e/index.do

国
史
編
纂
委
員
会　

http://w
w
w
.history.go.kr/

領
土
研
究
所　

http://w
w
w
.jdokdo.com

/

又
石
韓
国
領
土
研
究
所　

http://k2.dankook.ac.kr/user/territory/

嶺
南
大
学
校
独
島
研
究
所　

http://dokdo.yu.ac.kr/?ckattem
pt=1

慶
北
大
学
校
鬱
陵
島
・
独
島
研
究
所　

http://w
w
w
.dokdoknu.com

/

大
邱
大
学
校
独
島
領
土
学
研
究
所　

http://dokdoterritory.daegu.ac.kr/

世
宗
大
学
校
独
島
綜
合
研
究
所　

http://cquune.blog.m
e/70094867675

慶
一
大
学
校
独
島
間
島
研
究
所　

http://w
w
w
.kiu.ac.kr/korean/m

ain/

慶
州
大
学
校
独
島
・
鬱
陵
学
研
究
所　

http://w
w
w
.gju.ac.kr/

大
邱
漢
医
大
学
校
安
龍
福
研
究
所　

http://w
w
w
.dhu.ac.kr/korean/

独
島
学
会　

http://w
w
w
.dokdoinkorea.or.kr/
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